
 

岡山野生生物調査会会報 

かざぐるま 

創刊号 

発行 2018 年 1 月 14 日 

所在 岡山市中区赤田 

ephoronshigae@yahoo.co.jp 

岡山野生生物調査会  

２００４年創立 

巻頭の辞 

 当会は、長年にわたり県内のツキノワグマの保護管理計画の第

一人者として携わって来られた初代代表の矢吹章さんの呼びか

けに始まり、シカ・イノシシ・サル・ツキノワグマなどの大型哺

乳動物からヤマセミ・カワセミ・オシドリ・イワツバメなどの野

鳥やセツブンソウ・カタクリなどの山野草まで岡山県内に生息し

ている野生生物の姿を見てみたい、生息の痕跡を探してみたいと

の意気込みを持つ方々の熱い想いが集い、２００４年１２月より

観察会をはじめました。県内の野生動物保護に情熱をかけてこら

れ重い脳梗塞と壮絶な闘いの中でも県内の自然保護に一灯を掲

げ続けて岡山県野生生物

調査検討会（県レッドデー

タブック選定委員会）の重

責を担い、生涯現役を貫い

て闘病の末に先年亡くな

られた佐藤國康先生（元川崎医科大学教授）には、

当会の行く末に一方ならぬ薫陶を戴きました。此処

に遺徳を拝して特に銘記しておきたいと思います。更には、多くの方々の県内の野生生物

の保護とその生き物たちの持つ「命の輝き」を愛して止まない心と熱き思いによって、こ

れまで当会の活動が支えられてきたことも同時に銘記しておきたいと思います。 

 発足より１４年になる今年の年頭、此処に会報の創刊号を発行することは、重要な事情

があります。当会では、これまでに個個人の観察事項の秘密性を重視する余り、観察記録

の公表は謹んできた経緯がありました。生息の危惧される種の情報は特に取扱いで注意を

要し、原則非公表というのは多くの会員の思いに沿った措置でした。しかしながら、大野

川産廃処分場建設の取り止めを求めた訴訟を決意した現

地の農家の方々との生き物調査、地域の活性化を求めて

旭川を堰き止めて市民による生き物調査を企画した建部

町竹枝の方々の「旭川かいぼり調査」等に会として関わ

っていく中で、将来に向けた観察記録の公表が求められ
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るようになりました。此処に、これまでに保存してきた当会の各分野の観察記録をできる

ものから順次公表していくことを提案して参る所存です。重大な影響の予見される記録は

考慮されるものと思われますので、その際はご承知くださいませ。今後当会の正式な広報

として、会員皆さまのご協力の下に精進いたしますので宜しくお願い申し上げます。 

写真：石井貴志 氏        ２０１８年１月１４日創刊を記念して 事務局：吉鷹一郎 

会誌名称「かざぐるま」の思い           代表 岩城孝志  

 平成３０年の幕開けに当たり、会の益々の発展を祈ります。「かざぐるま」は、幼い子ど

もにとり、目を丸くして見つめる素晴らしいもの。風が止まると走り出すといつまでも廻る

羽根の不思議。会のシンボルとして「回り続けるもの」をイメージしてみました。 

一つの羽根に一つの思いを込めて作り出し合いませんか。ゆっくりでいいです。 

私たちの「あゆみ」を「見える」ように、「見て、さわって、かかわって」もらえるよう

に創っていきましょう。総力で。                    戌年睦月  

            

３年目の旭川流域での巡回展示「旭川の生き物展」に向けて 

 岡山市民向けの観察会の活動報告は、これまで岡山市内の

中区沢田にある「操山公園里山センター」の２階展示コーナ

ーに８年前からセンターの職員の方々の好意によりパネルや

写真展示を行ってきました。毎年の旭川源流～児島湾までの

様々な観察会記録や近年の竹枝や勝山での旭川かいぼり調査

の記録やパネルなど、また、「ESD関係の全国発表会」や「い

い川いい川づくりワークショップ」や「水生昆虫研究会」な

どに発表したエントリーパネルの展示を行ってきましたが、もっと流域の公民館などで多

くの市民に旭川の自然の魅力や最近の市民活動の広がりなどをお伝えしたいと考えて、公

民館などを巡回展示する企画「旭川の生き物展」を２年前からはじめてきました。2年前に

始めたのは操南公民館（写真右上）と光南台公民館でスペースを利用して児島湾の生き物

をメインに展示、見学者とのギャラリートークでは昔の地域の姿に話が咲き、地元の歴史

サークルに児島湾の歴史と生物の講演も頼まれました。昨年は、前記の３か所に加えて、

久米南町役場・建部町公民館・建部町文化センター・岡山ふれあいセンター・金川コミュ

ニティセンターの各会場でも地元の方にお世話頂き展示することができました。お世話に

なりました方々には紙面を借りてお礼を申し上げます。以後継続する予定ですので、今後

ともよろしくお願いします。（事務局） 

年当初の行事案内 ☆参加ご希望は事務局に事前連絡を ☆参加費 500円 ☆09011869358（吉鷹） 

① 早春の観察会① セツブンソウなど、2月 4日（日）9:00～15:00 集合：9:00、津山線金川駅前 

② ハルノマルツツトビケラ観察会 3月 18日（日）13～15時、13時西川アイプラザ集合 

③ 早春の観察会② カタクリなど、3月 25日（日）9時～17時  集合：9:00、津山線金川駅前 

携帯電話用公式ホームページ  k1.fc2.com/cgi-bin/hp.cgi/phalcon  （行事連絡用） 


